
2月5日～6日に日本赤十字社三重県支部の講師に来ていただき、幼児安全法講習会を実施しました。
9月に救急法救急員講習に引き続く学ぶ救急法資格取得の一環です。

この講習では、子どもに起こりやすい事故の予防と手当および子どもの病気への対応の習得を目指して、
子どもを大切に育てるために、乳・幼児期に起こりやすい事故の予防とその手当、

かかりやすい病気と発熱・けいれんなどの症状に対する手当などの知識と技術を習得します。

２日間の講習を受けて、筆記と実技の検定に合格すると「赤十字幼児安全健康法支援員認定証」が発行され
ます。

今年度も受講者全員が無事に合格することができました。
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・今後の予定（成績発表、疑義申立て、履修登録、授業
開始、登録変更、教科書販売、健康診断、履修取消）、
後期授業時間変更（９：４０スタート）ポータルサイト
の利用方法、卒業要件（単位数他）、成績通知書の見方、
定期試験・成績、ルーブリック（学習到達評価尺度）
GPA制度（計算方法等）、証明書、遠隔授業の進め方の
注意点、G Suiteの使い方、資格取得、個別指導・・。

パネルディスカッション開催（8/1）

本通信は学部２度目の保護者懇談会開催日に発行されます。今年度前期は遠隔授業中
心でした。保護者の方々も未体験だったと思います。本学での取り組みを改めてご説明
いたします。また、後期に向け、授業は対面・遠隔それぞれで準備を進めています。学
生の皆さんと一緒に、まさに新たな学びを作っているところです。（ＴＫ）

あとがき

・教員紹介、学年暦、キャンパスガイド、健康管理セ
ンター、新型コロナウイルス、資格取得、ボランティ
ア（教育アシスタント）、インターンシップ、海外研
修、奨学金制度、通学・学割証発行・・。

オリエンテーション内容

パネルディスカッション「遠隔授業の過去・現在・未来：
with コロナ・postコロナの時代の教育実践」をオンライ
ンで開催し、三重県下の教育関係者を中心に約４０名の参
加者が視聴してくださいました。山路教授が「教育の質向
上とICTの活用―遠隔授業のこれまでとこれから」という
基調講演を行い、伊東教授が「小中学生の意識調査から子
どもたちが望む遠隔授業の在り方」、犬飼講師が「大学で
の遠隔授業と学生の実践・満足度について」という研究発
表、中・高の先生の実践も紹介し、３～７月に行われた現
場での教育実践を振り返りました。当日の様子は日本教育
新聞（8/24付）にも取り上げられました。

後期履修の検討をゼミ担当教員に相談

４月に行えなかった入学式・オリエンテーションの代替措置として、８月31日に新入生歓迎
セレモニーとして学長「歓迎のことば」、教務・学生支援課、総務・財務課、そして学部の
オリエンテーションが実施されました。専任教員の紹介もでき、後期履修に向けたゼミ担当
の説明など、充実した時間をソーシャルディスタンスのなかで過ごしました。（川又俊則）

前期成績発表・教職ガイダンス（9/7）

学長の歓迎のことば「建学の精神」について

イメージキャラクター
よろこびちゃん

本学部では成績発表と教職ガイダンスを組み合わせて実施し、半期ごとの成績を個々でしっ
かり振り返り、次の学期に向かっていきます。前期の教育実習日程が移動したこともあり、
今年度は、台風一過の月曜日、２年生だけが集まって実施しました。写真の上段は成績発表
と教務関係のオリエンテーション、下段は教職ガイダンス・振り返りの様子です。皆さん、
後期も頑張りましょう！

山路教授の基調講演はスライドを示しつつ、私立
大学情報教育協議会の議論を踏まえた内容

市野聖治学長からの新入生歓迎のことば（要旨）

学生支援関係

教務関係

本学部幼児教育学専攻４年生が、松阪市職員採用試験（幼稚園教諭・保育士職）に合格されました。
お祝い申し上げます。

速報！公務員試験合格者の紹介（８/3１）

大変困難な時代であっても皆さんをお迎えでき、教職員一同、
心よりお喜び申し上げる。100年以上の伝統ある享栄学園の
建学の精神「誠実で信頼される人に」は、困難な課題を解決
できる人との解釈もできる。大学での学びは問題を発見し、
仮説を立て、その仮の答えが正しいかどうか、調べ検討する
ことが中心。自分で答えを見つけられる自己効力感が高い人
も信頼される人。大学は主体的な行動が不可欠の場所。自分
の未来を切り拓くには、この４年間を、将来の豊かな人生の
投資だと考え、過ごしてもらいたい。

情報担当の犬飼先生

総合司会の木村先生

１７名の専任教員紹介：それぞれの目標に向かう皆さんを支援していきます
教育アシスタントを経験した
４年生のビデオメッセージ


